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このテストは，ノート，本，コピーなどすべて持ち込み可で行います．途中の計
算，説明などをきちんと書いてください．答案用紙は 1枚両面です．それに収まるよ
うに書いてください．
氏名と学生証番号を答案の一番上に書いてください．

試験中に話をしているものは不正行為とみなして答案用紙を取り上げます．

[1] (1) 次の不等式を示せ．ただし n は自然数である．
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は収束することを示せ．
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は収束することを示せ．

[2] 次のそれぞれの整級数の収束半径を求めよ．
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[3] 収束半径が 0の整級数の例を，
∞∑

n=0

n!xn 以外にあげよ．


